
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
月
の
公
園
整
備
は
十
三
日
（
日
）
で
す
。

花
壇
整
備
、
雑
草
取
り
、
清
掃
、
潅
水
な

ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
二
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
七
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

公
園
整
備
！ 

『
烏
柄
杓
』 

 

草
の
名
は
カ
ラ
ス
ビ
シ
ャ
ク
と
い
う
。

私
は
子
供
の
こ
ろ
お
茶
ど
こ
ろ
の
近
く
で

育
っ
た
の
で
、
茶
畑
の
隅
な
ど
で
雑
草
に

混
じ
る
こ
の
草
を
よ
く
見
か
け
た
。
そ
の

こ
ろ
は
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
大
人

に
な
っ
て
知
っ
た
。
別
名
の
ハ
ン
ゲ
は

「
半
夏
」
で
あ
り
、
季
節
を
表
す
。
こ
の

球
茎
を
掘
り
取
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
生
薬
と

し
た
と
い
う
。
子
ど
も
は
こ
の
根
を
採
っ

て
売
り
、
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
た
と
い
う
が

私
に
は
そ
の
体
験
が
な
い
。
ヘ
ソ
ク
リ
と

い
う
別
名
も
あ
る
と
い
う
。
昔
の
生
活
は

素
朴
で
あ
っ
た
が
、
植
物
に
薬
効
を
見
出

し
て
い
た
の
は
生
活
の
知
恵
だ
ろ
う
。
背

丈
は
３
０
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
、
花
は
咲
く
が

形
は
花
ら
し
く
な
く
、
仏
炎
苞
と
い
う
苞

の
中
に
あ
る
の
で
覗
き
込
ま
な
い
と
見
え

な
い
。
写
真
中
央
に
見
え
る
茎
が
花
茎
。 

サ
ト
イ
モ
科
ハ
ン
ゲ
属 
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種から育てたジニア（百日草）！ 

九
月
八
日
（
日
）
快
晴
の
朝
を
迎
え
、
十
四

名
の
会
員
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
ツ
ル
が
伸
び
た
藤
棚
の
剪
定
、
短

期
間
で
伸
び
た
芝
の
刈
り
込
み
、
花
壇
の
雑

草
取
り
、
落
ち
葉
収
集
、
花
壇
へ
の
潅
水
作
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
の
炎

天
下
で
汗
だ
く
と
な
り
、
度
々
の
休
憩
と
水

分
を
補
給
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
予
定
の
作

業
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ

の
と
こ
ろ
体
調
不
良
で
参
加
で
き
な
い
方
が

し
ば
し
ば
お
ら
れ
る
た
め
、
無
理
の
な
い
活

動
を
常
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今日はこれまでで一番暑いです！ 

大雨と炎天下で伸びた雑草！ 

踏まれて折れている。9 月 

脚立の上での作業は要注意！ 


